
１．はじめに

「哪吒宝誕」

澳門屈指の観光名所であるセナド広場からさほど遠くない坂道の途中に今回の調査対象のひとつ

である柿山哪咤古廟1（写真1、2）が鎮座している。その古廟に道を挟んで向かい合って建つ小屋
おく

「結義堂」の管理人の女性に2日後の7月1日に迫った「哪吒誕（哪吒の誕生日）」について問いか

けると、彼女はすかさずそれを「哪吒宝誕」と言い換え、質問に答え始めた。当地における人々の

哪吒に対する信仰の厚さを知った瞬間であった。

２．澳門のふたつの哪吒廟

私がこの柿山哪咤古廟の存在を知ったのは、いまから7年半前の2011年夏のことである。さらにそ

の10年前に訪れたことがあった澳門のもうひとつの哪吒廟である大三巴哪咤廟（大三巴とは澳門のシ

ンボルであるセント・ポール大聖堂―17世紀初頭に完成した当時、アジア最大のカトリック聖堂で

あったが、いまは巨大なファザードのみを残す―の中国名であることから判るように、大聖堂遺

跡に向って右側に旧城壁にもたれるようにして建つ僅か間口4.5ｍ、奥行き8.4ｍの小廟である―写真

3、4）を再訪した際に、地図上にいまひとつの哪吒廟―柿山哪咤古廟を見出したのである。

早速私は柿山哪咤古廟を訪ねるべく歩みを進めたのだが、その作業は以外にも簡単なものであっ

た。というのも途中から地図に眼を落とさなくても哪咤廟斜巷と記したアズレージョ（ポルトガル

の装飾タイル）製のネームプレートを掲げた坂道が私を古廟の所在まで導いてくれたからである。

北に向って長く延びる哪咤廟斜巷は南から順に哪咤廟巷、哪咤廟街、哪咤廟里と名前の付けられた

西向きの小路を従えていて、この界隈がまさしく哪吒の街であることを教えてくれていた。

たどり着いた古廟は、斜巷の中段東手の路側とそれに続く下りの窪地のような場所にあり、大三

巴哪咤廟よりは敷地は広いもののやはりひっそりと佇んでいるといった方が相応しい規模のもので

あった。だが香華は絶えないようで、訪れた日が真夏の昼時ということで人気はなかったがそこが

「活きた」信仰の場であることを十分に感じさせる雰囲気を漂わせていた。

私のような他所からの来訪者も少なくないのであろうか、内部には古廟の由来を記したパンフ

レットも用意されていて、創建が清の康煕年間で拡幅され現在のような姿となったのが光緒二十四

年（1898年、以下、元号紀年および旧暦での月日の表記に当たっては漢数字を使用する）のことで

あると知り得たのであるが、さらに旧暦の五月十八日が「哪咤誕」すなわち哪吒の誕生日であって
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どうやらその日に様々な祝賀行事が催されているらしいことも記されていたのである。

澳門全景図および柿山哪咤古廟と大三巴哪咤廟の位置図
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確かに中国の民間信仰、宗教信仰においては神々や崇拝対象にそれぞれ誕生日が設定されてお

り、それはまた同時に祭祀日となっていることが多い。恐らく柿山哪咤古廟でも何がしかのお祭り

はおこなわれているのだろう―こう考えつつ帰国した私は、その後の情報収集によって、毎年旧

暦五月十八日には柿山、大三巴双方の哪吒廟で市街地でのパレードを含むかなり大掛かりな「賀慶

活動」が執り行われていることを知るとともに、さらについ最近の2017年には、それを含むトー

タルな澳門の哪吒信仰が澳門特別行政区政府文化局によって「澳門非物質文化遺産」に登録された

（9月22日発表）2というニュースに触れるに至ったのである。ということは、2018年は、登録後最

初の「哪吒誕」を祝う年となる。そこで私は、この機会を逃す手はないと心を決め、万障を繰り合

わせて現地調査を実施することにしたのであった。小文はその際の記録の一端である。

３．哪吒と哪吒の誕生日

その具体的な内容に入る前に少なくとも次のふたつのことについて述べておく必要があるだろ

う。ひとつは、私が何故わざわざ澳門にまで赴くほど哪吒に関心を持っているのかということ、そ

してもうひとつは、そもそも哪吒とは何者なのかということである。

前者についての回答は極めて単純である。明代末葉に成立した通俗小説に哪吒を主要キャストの

ひとりとする『封神演義』という殷周革命を背景にした作品があるのだが、その『封神演義』を私

は大学生の時分から何度か読み通してきただけではなく、大学で教鞭を執るようになって以降も授

業で取り上げ、論文も書いてきた経験を持ってきたため哪吒とは長い付き合いがあったのである。

おまけに昨年2018年には、日本で『封神演義』のアニメ版が放送され（もちろん哪吒も重要な役回

りで登場する）、かつて『少年ジャンプ』で藤崎龍氏が漫画版を長期連載して人気を集めて以来再

び日本の若年層の間で『封神演義』そして哪吒の認知度が上がることになった3という事情も今回の

調査の背景にはある。

後者については、論じ出すと論文数編分の文章量を要するので、先行する研究、知見4に従ってそ

のあらましを述べることにしよう。

哪吒は、現在の中国では一般に托塔天王李靖の第3子にして6、7歳の子供の姿でイメージされて

いる道教神のひとりであるが、そもそもは仏教とともに中国に伝来した護法神であった。その存在

が広く認知されたのは唐代で、毘沙門天の眷属（5人の子供のうちの第3子）となったことで毘沙門

信仰の広がりに応じて哪吒もまた護法神としてその名を仏典に留めるようになる。その後晩唐から

宋代にかけて哪吒は道教に吸収されてゆくことになる。

その過程でよく知られている「哪吒鬧海」や「析肉還母、析骨還父」のエピソードが形成され、

元明以降、戯曲や『西遊記』、『封神演義』等の通俗文学作品に登場したことで現在のような哪吒

像が完成することになったという。

なお、現在の道教信仰、民間信仰における哪吒の呼称はバラエティーに富んでおり、哪吒太子、
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哪吒三太子、哪吒元帥、中壇元帥、太子爺、三太子爺、金康元帥、金環元帥、羅車太子等の呼び名

を持つ。

今回の調査の対象は、その哪吒の旧暦五月十八日（2018年は7月1日に当たる）の誕生日の慶祝行

事なのであるが、華人社会全体では哪吒の誕生日は必ずしも五月十八日にのみ祝われている訳では

ない。澳門以外の地における哪吒信仰においては、例えば台湾では九月九日、四川省の江油では三

月十三日という具合にそれぞれの地で誕生日を設定し祭祀を執り行っている。哪吒の誕生日には現

在複数の理解、伝承が存在するのである。実は、このような現象は中国の民間信仰においては決し

て奇異なことではない。「聖誕」や「神誕」などと称される神仏仙聖の誕生日（そのなかには顕現

日や成道日が含まれることがある）には、「漢民族最大の神誕祭である5」玉皇大帝の一月九日のよ

うに華人社会全体で共通に祝われているものもあれば、（玉皇大帝に匹敵する神格を有している）

元始天尊ように一月一日、六月二日、十一月冬至日等複数をもって伝えられているケースもある。

哪吒の場合は後者の部類に属するものと考えることができる。

華人社会および私達の哪吒に対する認知に対して絶大な影響力を発揮した『封神演義』によっ

て、哪吒の出生地は一般には陳塘関（もちろん、想像上の地名である）と見なされている。陳塘関

の総兵官、李靖の第3子として夫人の3年6ヶ月に渡る妊娠期間ののち産まれた肉毬のなかから現わ

れた男の子、彼こそはのちの紂王征討軍の総司令、姜子牙の先行官にして霊珠子の化身である、と

いうのがその誕生の物語である（第12回）。澳門にはもちろん陳塘関は存在しないので、澳門の哪

吒信仰の由来として伝わるのは次のような「顕現」の物語となる。

昔、柿山の子供達が遊んでいると、いつの間にか紅い腹掛けに髪をあげまきに結った子供が加わ

るようになっていた。石の上に立って号令をかけるその子に従えば、柿山の子供達は怪我ひとつ

なく遊ぶことができた。その子はある日突然柿山の子供達に別れを告げたのだが、大人達の眼に

は風火輪（哪吒が師の太乙真人から贈られた宝物。小型の車輪状をなしそれを足下に踏めば空中

を移動できる）を足下に踏み空中を行くその子の姿が見えた。そこで柿山の住人は哪吒三太子が

顕現したのだと気付き、哪吒が立っていた石の上に廟を建立したのである6。

その後、澳門を疫病が襲った時、柿山一帯だけは事無きを得たことから、茨林囲（セント・ポー

ル大聖堂の裏手のエリア。かつて秀吉、家康に迫害された日本のキリスト教徒が住み着いた地区で

もある）の住人達はそれを哪吒のご加護と考え、柿山の哪吒廟から龍牌（哪吒の神号を記した位

牌）と尊像を借り受け祀ったところ疫病が治まったため光緒二十四年（1898年）に廟を建立して

感謝の意を表わした（その後日談として、龍牌と尊像の返還を茨林囲の人々が拒んだため両住民の

間でトラブルが発生したという話が残る。さらには、そもそも柿山の住人達が貸し出しを認めな
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かったため、茨林囲の住人達が勝手に哪吒廟を建てたという話も伝わる）7。澳門のふたつの哪吒廟

は、いわば親子、兄弟の関係にあったのである。

４．柿山哪咤古廟の慶祝行事

さて、これから昨年の旧暦五月十六日から十八日（6月29日から7月1日）の3日間に渡って調査し

たふたつの廟の哪吒宝誕慶祝行事について、私が実際に見聞きしたことと入手した資料に基づいて

その経過と内容を紹介してみることにしよう。

6月28日に澳門入りした私が翌日まず訪れたのは、小文冒頭でも触れたように柿山哪咤古廟で

あった。7年半前と同じように哪咤廟斜巷に向ってみると、斜巷の入り口に「澳港柿山結義堂　慶

祝三十三天哪咤太子宝誕」と金地に紅い文字も鮮やかな仮設の牌楼（写真5）が出迎えるように

建っていた。さらには坂道の両側に「結義堂」や「港澳柿山結義堂」の文字を染め抜いた三角旗

（写真6）が数多く翻り、祭りの雰囲気を高めていた。とはいえ、辺りには住人の姿もなく祭りに

ついて問いかけるべき相手が見当たらない。そこへ目に入ったのが牌楼と三角旗にその名を記して

いた結義堂の建物であり、なかに進み入った（慶祝行事の準備のためか入り口は開け放たれてい

た）ところ件の管理人が出てきてくれた訳である。

その女性は、「哪吒宝誕」を祝う一連の行事が明日の夜23:00から始まること、「宝誕」当日の

7月1日にはパレードが街なかを巡ること、祭りには香港や台湾からの参加者も加わること、そして

結義堂は獅子舞をもって祭りに参与することなどを教えてくれた。

結義堂とは、当初柿山哪咤古廟の祭祀を担う団体として活躍していた伝義堂が1921年に国術（伝

統武術）部を併設のうえ改称して生まれた澳門最初の武館である（ゆえに正式名称は、澳港柿山結

義堂国術健身会である。もちろん、現在でも柿山哪咤古廟の祭祀の重要な担い手である）。結義堂

の「開山祖師」は三股叉の使い手たる李福五で、彼がかつて抗日戦争に参加していた8こと、そして

太平洋戦争中にはこの廟の祭祀も途絶えていたことを管理人の女性は私に対してすまなそうな表情

を浮かべながら語ってくれた。

屋内の壁には次のような2018年の哪咤宝誕慶祝行事用の活動スケジュールが貼られていた。

6月30日（土曜日）

　 8:30　集合

　 9:30　 廟にて焼香拝礼。その後澳門各所を巡遊し「採青（獅子舞の披露。具体的には祝

儀に見立てた「青菜」を獅子が得る様）」の演舞披露

7月1日（日曜日）

　 9:00　集合

　10:00　獅子を覚醒せしめて古廟拝礼。その後宝鑾を護持しつつ各所を巡遊。
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　夜 　　聯邦大酒楼にて宴会

もちろん、この結義堂の活動は、柿山哪咤古廟の慶祝活動の一部であり、その主催団体は柿

山哪咤古廟値理会である。6月30日付けの『澳門日報』の記事によれば、該値理会は「哪吒誕生

三千一百五十七年及柿山哪咤古廟建廟三百三十九年」を祝賀するため澳台中華宗教文化促進会およ

び澳門哪吒文創産業協会と合同で「澳門非物質文化遺産『哪吒信俗』系列活動」を開催していると

いう。そしてその一環としてセナド広場のランドマーク的存在である民政総署大楼で「認識澳門―

哪吒信俗物品展」を挙行していることも判った。やはり予想通り哪吒信仰文化が澳門の無形文化遺

産に登録されたことで「哪吒宝誕」は一段の盛り上がりを見せていたのである。

同記事には柿山哪咤古廟で挙行される慶祝行事のスケジュールも載せられていた。それは以下の

通りである。

6月30日（五月十六日）

　20:00　神功宴

　23:00　開印儀式

7月1日（五月十八日）

　10:00　哪吒太子聖尊遶境巡遊大典

「神功宴」は哪吒の功徳に感謝するため慶祝行事参加者が集う宴席。それに続く「開印儀式」か

ら本格的な行事が始まる。「印」とは伝世の「三十三天哪吒太子宝璽」のことで、これを「開印大

吉」、「風調雨順」、「国泰民安」と記された三幅の紅い紙と「平安符」に押し所定の場所や信徒

の家内に貼り付ける行事である。こうすることで祭祀に相応しい聖なる空間と時間が現出するので

ある。

翌日の「哪吒太子聖尊遶境巡遊大典」は哪吒の尊像を載せた宝鑾が獅子舞や蛇踊り、台湾から

やって来た「電音三太子隊」、「童子陣（哪吒や仙女に扮した子供達の儀仗隊）等」を引き連れ澳

門市内をパレードする慶祝行事のメインイベントである。そのルートは、柿山哪咤古廟―板樟街

―草堆街―十月初五街―福隆新街―営地大街―議事亭前地―柿山哪咤古廟である（翌

日、その巡遊を実見した時、一行は議事亭前地すなわち民政総署大楼前のセナド広場の名で知られ

るエリアでは駕を30分ほど留め、世界各地から来澳した観光客に「哪吒宝誕」をアピールしていた

―写真7）。

５．大三巴哪咤廟の慶祝行事

時計の針が2:00を指そうという頃、柿山哪咤古廟において関係者へのインタビューを果たし翌
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日からの行事予定も確認することができた私は、続いて大三巴哪咤廟へ向った。そこではあの小さ

な廟の前方空間に屋根掛けを施した簡易舞台が設えられていて、まさに慶祝行事の真っ最中であっ

た。どうやら慶祝行事の協力者、協力グループへの表彰が執り行われているらしく、かなりの人が

集っていた。また飾り付けも派手派手しく、いかにも中国のお祭りといった雰囲気を漂わせていた。

表彰式がお開きになり人々が席を立って行事がひと段落した時、取材に来ていた『澳門焦点報』の記

者に話かけられた際に特集記事の載る新聞を渡され、それによって詳細な大三巴哪咤廟の慶祝行事予

定を知ることができたという僥倖にも恵まれることになった。以下にそれを再録する。

2018－戊戌年　哪咤太子宝誕生慶祝活動秩序

農暦五月十六日　公暦六月廿九日（星期五）

上午九時三十分仮大三巴哪咤廟前地主礼台挙行

【消災保平安建醮祈福法会】祈求風調雨順、国泰民安

並於十一時三十分挙行【祈福賛星転運儀式】

祈福法会邀請【澳門道教協会】協辦

晩上七時半由新会区青年粤劇団台柱演出名劇【周文救嫂】

農暦五月十七日　公暦六月三十日（星期六）

下午二時三十分《飄色賀誕巡遊》活動

晩上七時半由新会区青年粤劇団台柱演出精彩名劇【一対繡花鞋】【八仙賀寿】

農暦五月十八日　正誕　公暦七月一日（星期日）

上午九時正開始在全澳各街区挙行【醒獅賀誕採青活動】

並由新会区青年粤劇団台柱演出精彩名劇

日場：下午二時【捜書院】

夜場：晩上七時半【郎帰晩】

この行事予定表によって、大三巴哪咤廟の慶祝行事が柿山のそれに比べてより盛大なものであ

ることが判った。とりわけ3日間に渡って「神功劇（神の功徳への感謝の印として奉げられる演

劇）」が奉納される点には、地域における民間信仰への演劇の関わりの伝統9を実感させられた。

　旧暦五月十六日に執り行われる「消災保平安建醮祈福法会」と「祈福賛星転運儀式」のふたつ

の祈福儀礼は、澳門道教協会が参与していることからも判る通り、道教の儀礼である（後掲の『澳

門哪吒信仰』によれば正一派の在家道士が担当するという）。私は今回直接調査する機会を持てな

かったが、前者は、道教の最高神の三清（元始天尊、道徳天尊、霊宝天尊）を祀り、哪吒のご加護
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に感謝しながら文字通り地域の幸福と安寧を祈るための儀礼、後者は、人間の運命を司る北斗星を

祀り攘災、解厄、延寿を祈る儀礼である。それぞれの儀礼は、複数の「科儀」と呼ばれる道教儀

式の組み合わせによって進められるものであることを澳門滞在中に入手した胡国年著『澳門哪吒信

仰』（写真8）によってのちに知り得た。

翌日には大三巴哪咤廟の方でも柿山同様に巡遊＝パレードがあった。こちらについては、実見が

かない動画でもその様子を記録することができた。巡遊は、大三巴哪咤廟から出発してセント・

ポール大聖堂遺跡の正面に出てくると、まずは一旦グループごとにパフォーマンスを披露したうえ

でセナド広場に向けて坂道を降り行くという行程を取ったが、元来キリスト教の宗教遺跡であるエ

リアが、この時ばかりは濃厚な中国の民俗伝統の雰囲気と色彩にすっかり飲み込まれてしまってい

た（写真9）。

翌日の『澳門日報』の関連記事によると、この巡遊に参加したグループは大三巴哪咤廟値理会を

先頭に「電音三太子隊」（柿山の慶祝行事にも参加していた）、「金龍醒獅」、「新会粤劇団八

仙」、「中山市南朗鎮飄色隊」、「恵沢尊王隊」等25にのぼり、参加人数は1000人に達する規模

であったという。この規模の大きさもさることながら、大三巴の巡遊を特徴付けるのは、上述の慶

祝活動スケジュールにおいてもタイトル化して示されていたようにそれが「飄色」の形式で執り行

われる点である。「飄色」とは明清時代の広東地域に起源を持ち、中国南方で発展した伝統民俗で

ある。「飄」とは空中を漂い行くという意味、「色」とは意匠を凝らした扮装のことで、神仙、名

人、美女、英雄に扮した人々が空中に支持された小さな足場のうえで演技を披露する出し物であ

る。もちろん、このたびの「飄色賀誕巡遊」では哪吒に扮した少年が回転する風火輪を駆る姿で空

中を飛行していた（写真10）。

規模と内容から観て大三巴の巡遊は総体的に観光色が強いものであったが、帰国後それが1997年、

すなわち香港返還の年に復活した行事であったことを知った。そのことを踏まえて考える時、この巡

遊には単なる民間信仰上の年中行事を超えた意味、すなわち当時自身の中国復帰の日を間近にしてい

た澳門の人々のアイデンティティ問題や統治担当者の目論見などの要素が見えてくることになる。

本巡遊のルートは大三巴哪咤廟―セント・ポール大聖堂―議事亭前地（セナド広場）―花

王堂―大三巴哪咤廟であった。

６．おわりにかえて

以上が今回の澳門哪吒宝誕調査の概要である。専ら文献資料をベースに中国の文化を研究してき

た私にとって、現地で民間信仰、地方習俗を見聞できたことは極めて刺激的な経験となった。ま

た、今回は準備調査のつもりでの訪問であったにも関わらず思いのほか多くの収穫が得られたこと

も幸いであった。この僥倖を多として、今後も当分澳門の哪吒信仰そしてその他の地域の哪吒信仰

について調査を続けてゆくつもりである。以下、今回の調査において知り得た付随する情報につい
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ていくつか触れて小文を閉じることにしたい。

○今年の哪吒宝誕では伝統的な慶祝行事活動以外にも各界で様々なイベントや取り組み（の予定）

があった。前述の民政総署大楼での「認識澳門―哪吒信俗物品展」はそのひとつであるが、よりア

カデミックなイベントも開かれていた。6月30日に開催された「哪吒信仰与社会文化論壇」がそれ

で、中国本土の大学の研究者や地元の文化団体の責任者6名が集い、「民間信仰の観点に立った哪

吒の社会的効能の検討」、「哪吒文化における信仰と伝承」、「哪吒文化と澳門精神」といった

テーマについて討議が重ねられた。

○また、今後学会の設立が計画されており、澳門管理学院が大三巴哪咤廟値理会と協力して「民間

信仰研究学会」を立ち上げる予定であるという。

○これらの動きには当然先述した哪吒信俗の「澳門非物質文化遺産」への登録が反映しているのだろ

うが、地元政府はそれ以前から澳門における哪吒文化の存在に注目していたらしい。2012年には大三

巴哪咤廟のすぐ裏に澳門特別行政区政府文化局が「大三巴哪咤館」（写真11）を開設している。僅か

70㎡の小さな資料館ではあるが、訪れてみたところ大三巴哪咤廟を中心にして展開、維持されてきた

信仰の歴史がゆかりの文物と文化局制作のビデオによってコンパクトに紹介されていた。

○一方、商業主義的な動きも加速しており、実業家や観光学を専門とする学術機関によって宝誕や

哪吒をテーマにした商品の開発が進められ、また推奨されている。

○上記ふたつの動きが重なった実例として、2013年に発行された哪吒信俗シリーズ切手（シリーズ

は4枚で構成）がある（写真12）。この澳門郵政発行の切手を私は帰国前日の夜、ホテルに近い官

也街の小さな土産屋で購入することができた。

注

1．通常「哪吒」と表記されることが多い哪吒は、この柿山哪咤古廟そして後述の大三巴哪咤廟に

おいてはいずれも「哪咤」と表記されている。「吒」は「咤」の本字という関係にあるので両者に

大きな違いはない。小文では、調査対象のふたつの廟とそれに密接に関わる情報について記述する

際には「哪咤」をそれ以外では「哪吒」を用いることにした。

2．それに先立って、2014年には澳門哪吒信仰は中華人民共和国文化部が選定し、国務院の名で公

布された第四批国家級非物質文化遺産の拡大リストに登録されている。国家級非物質文化遺産とは

ユネスコが提唱し2006年に条約の発効を見た「無形文化遺産の保護に関する条約」の精神に基づい

て中国政府が選定を進めている無形文化遺産である。

3．『少年ジャンプ』には1996年28号から2000年47号まで連載され、1999年には一度アニメ化され

ているので、今回は再アニメ化ということになる。タイトルは『覇穹　封神演義』であった。

4．それらは以下のようなものである。
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○専著

曾勤良『台湾民間信仰与封神演義之比較研究』（華正書局、1985年、台北）。

黄永江『哪吒与宜賓』（四川人民出版社、1992年、成都）。

趙弘雅『怪力乱神的民間信仰　《封神榜》与《西遊記》角色神格化之批判』（前衛出版社、2002

年、台北）。

国立中山大学清代学術研究中心、新営太子宮管理委員会主編『第一届哪吒学術研討会論文集』

（新文豊出版公司、2003年、台北）。

云游天工作室『我愛三太子！―衆神喧嘩太子幇』（遠足文化事業股份有限公司、2010年、台

北）。

胡国年『澳門哪吒信仰』（三聯書店［香港］有限公司、2013年、香港）。

杜燦栄主編『澳門廟宇文化』（澳門崇新文化協会、2013年、澳門）。

○論考

李小栄「哪吒故事起源補考」（『明清小説研究』2002年第3期）。

劉文剛「哪吒神形象演化考論」（『宗教学研究』2009年第3期）。

楊静、車瑞「哪吒形象考論」（『襄陽職業技術学院学報』2015年第3期）。

5．渡辺欣雄「玉皇上帝誕辰の祭俗に関する比較研究」（『武蔵大学人文学会雑誌』第14巻第1

号）。

6．注4の胡国年『澳門哪吒信仰』、杜燦栄主編『澳門廟宇文化』による。

7．胡国年『澳門哪吒信仰』による。

8．「鳳鶏舞之父李福五的伝奇人生」（『今天南都（珠海版）』2011年4月27日号）。

9．李婉霞「明清時仏山社会文化与神功戯探析」（『仏山科学技術学院学報（社会科学版）』2016

年第1期）によれば、神功戯は特に広東地域で明清時代に形成され、清中後期に至ると巡遊や爆竹

のパフォーマンスを加えた娯楽的要素の強いものへ変化していったという。
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写真図版（写真はすべて著者撮影）

写真1:柿山哪咤古廟

写真3:大三巴哪咤廟

写真5:哪咤廟斜巷入口に立つ牌楼

写真2:廟内にあった哪吒図

写真4:大三巴哪咤廟の内部装飾

写真6:哪咤廟斜巷を飾る結義堂の旗
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写真7:柿山哪咤古廟の哪吒太子聖尊遶境巡遊大典

写真9:大三巴哪咤廟の《飄色賀誕巡遊》

写真11:大三巴哪咤展館

写真8:『澳門哪吒信仰』表紙

写真10:《飄色賀誕巡遊》で空中を浮遊する哪吒

写真12:澳門郵政発行『哪吒信俗シリーズ切手』
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